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小 樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テ ー シ ョ ンに お け

るオ ー プ ン ・ リモ ー ト ・バ ッチ に つ い て

戸 島 、

豊イ

'

1.ま え が き

本 稿 は 小樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テ ー シ ョンか らオ ー プンで リモ ー ト・バ ッ

チ ・ジ ヨ ブを行 な う利 用者 の リフ ァ レソス ・マ ニ ュアル と して 役 立 つ こ とを

目的 と して い る。 しか し,一 般 的興 味 か らも よめ る よ うに 配 慮 して あ る。 何

分 に も紙 数 がか ぎ られ て い るた め こ まか い ヴ ァラ ィアテ ィに 十 分 言 及 しえ な

か った が,ひ と通 りの こ とは 述 べ て あ るの で全 くの初 心 者 で も この記 述 を た

よ りに独 力 で リモ ー ト・バ ッチ ・ジ ョブを行 な うこ とが で き るで あ ろ う。 本

稿 の 読 者 に はDOS45モ ニ タの ジ ョブ 制御 文 の知 識 が あ る こ とを 一 応 前 提

して い るが,実 用 だ け のた め な らそ れす らな くて も よい 。

図1に 小樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テ ー シ ョン の機 器構 成 を示 す 。 小 樽 商 科 大
め 　ラ

学 デ ー タ・ス テ ー シ ョン設 置 の顛 末 は 戸 島 が 述 べ て い る。また,そ こで使 用 さ

れ て い る伝 送 制 御 と入 出力 装 置 制御 のた め の 通 信 制御 プ ロ グ ラム(Commu一
の

nicationControlProgrPm)の 内 部 構 造 の 概 略 は 戸 島 ・稲 田 が 述 べ て い る 。

な お,以 下 で は カ ー ドは す べ てELコ ー ドで パ ン チ さ れ る も の と す る 。

1)戸 島 熈,「TSS講 座(4)一 小 樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テー シ ョン顛 末 記(そ の1)

一 」,北 海 道 大 学 大 型 計 算 機 セ ソ ター ・ニ ュー ス,VOL・6,NO・1(1974年3月),

PP・9-16・

2)戸 島 熈,rTSS講 座(5)一 小 樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テー シ ョン顛 末 記(そ の2)

一 」
,北 海 道 大 学 大 型 計 算 機 セ ソ ター ・ニ ュー ス,VOL.6,NO.2(1974年6月),

pp.13-21.

3)戸 島 熈,稲 田信 幸,「 小 樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テ ー シ ョンの 通 信 制 御 プ ログ ラ

ム⊥ 北 海 道 大 学 大 型 計 算 機 セ ン ター ・ニ ュー ス,VOL6,NO・4(1974年8月),

pp.18-32,
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OKITAC-4500C

中 央 処 理 装 置

(56Kバ イ ト)

図1小 樽 商科大 学 デー タ ・ステー シ ョン機器構成 図
「

.

2,層 小 樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テ ー シ ョ ン の 概 要

小 樽商 科 大 学 デ ー タ ・ステ ー シ ョンの端 末 制 御 装置OKITAC-4500C用 の ・

通 信 制御 プtiグ ラムはCCP45と よば れ る。 これ は この プ ログ ラ ムの ロー ド ・



"

蝉 聲 貫 律 煤;享 乏券 智 ・25

・モ ジ ュール の デ ィス ク上 に おけ るデ ー タ ・セ ッ ト名 で もあ る。CCP45は

OKITAC-4500のOSで あ るDOS45の 管 理 プ ログ ラム(モ ニ タ)の 管 理 下

で動 作 す る処理 プ ログ ラ ムで あ る。DOS45の モ ニ タは と くにCCP45の た

め に 用意 され た 管理 プ ログ ラ ムで は な く,い か な る とき もモ ニ タ 自身 は どん

な処 理 プ ログ ラ ムが走 って い るか とい うこ とに は一 切 関 知 しな い とい ういみ

に お い て汎 用 で あ る。 通 常 ミニ コソを端 末制 御 装 置 に 使 用 した 端 末 に お い て

ば,通 信 制御 プ ログ ラムは 端 末 制御 装 置 と一 体 とな って通 信 制御 装置(CCU:

CommunicationControlUnit)の 役割 をは たす ので,端 末 が セ ン タ ーに対

して オ ン ライ ンで あ る時 とオ フ ライ ンで あ る時 の 区別 は 明瞭 で あ るが,小 樽

商 科 大 学 デ ー タ ・ステ ー シ ョンで は この 事情 は 多 少ち が っ てい て,モ デ ム ・

イ ン タ フ:一 ス で あ る 送 受 信 制 御 装 置(TRC:TransmissionReception

ControlUnit)が あた か も 入 出力 装 置 の よ うに な って い るのでOKITAC-

4500Cの プ ログ ラムは 通常 の入 出力 に 関 す る シス テ ム ・マ ク ロを 使 用 して通

信 回 線に 対 す る送 受 信 を 行 な うこ とが で き る。 た だ し,DOS45の デ ー タ管

理 プ ロ グ ラム は伝 送 制御 を全 くサ ポ ー トして い な い の で,こ こで 言 って い る

送 受 信 は文 字 通 り回 線 へ の送 信 と回線 か らの受 信 そ の もの で あ る。 した が っ

て,伝 送 制 御 は 利 用者 が す べ て 適 当 に 行 なわ なけ れ ば な らな い。 この 点 が

TRCに 対 す る 入 出 力 マ ク ロ と他 の 入 出力 装 置 に 対 す る 入 出力 マ ク ロの大 き

な ち が いで あ るが,と もか くもTRCが 入 出力 装 置 とな って い る こ とに は 変

りが な い。CCP45は15.2Kバ イ トの大 き さを も って い るが,オ ーバ レイを

して い る ので 実 行 の た め に は 主 記憶 装置 が13.2Kバ イ トあれ ば た りる。 昭

和49年8月 現 在 小 樽商 科 大 学 デ ー タ ・ス テ ー シ ョン の6KITAc・-4500cほ

56Kバ イ トの 主記 憶 装 置 を も って い るが,こ の うち モ ニ タの常 駐 域 と制 御表

の た めに19Kバ イ トが 必要 で あ る。 そ こで利 用 者 のた め の エ リアは37Kバ

イ トとい うこ と にな る。DOS45の モ ニ タで は マル チ ジ ョブ制御 が 可 能 で あ

るの で1こ れ を た とえば14Kバ イ トと23Kノ ざイ トの ふ た つ の パ ーテ ィシ コ

ンに わけ て,前 者 にCCP45を 格 納 し,後 者 に他 の処 理 プ ログ ラムを 格 納 し

て 並 行 に 走 らせ る こ とが で き る。 また,CCP45の 起 動 を 必要 とす・る ジ ョブ
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'と他 の 処 理 プ ログ ラム の起 動 を 必要 とす る ジ
ョブを ひ とつ の イ ン プ ヅ ト ・ジ

ョブ ・ス トリーム の 中 に任 意 の順 番 に配 列 して お い て連 続的 に処 理 させ る こ

ともで き る。 この よ うに,小 樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テ ー シ ョンに お い て は,

オ ン ライ ン時 とオ フ ラ イン時 の区 別 が か な らず しも明瞭 で は な い。 これ は端

末 制 御 装 置 と して計 算 機 を使 用 してい る とい う特 徴 を十 分 発 揮 させ る もので

あ る。

現 在 小 樽 商科 大 学 デ ータ ・ス テ ー シ ョンに お い て は,リ モ ー ト ・バ ッチ ・

ジ ョブ とデ マ ン ド ・ジ ョブを 行 な う ことが で き る。 前 者 は セ ン タ ー の業 務 受

付 に 計 算依 頼 す る時 に 出す の とほ とん ど同 じカ ー ド ・デ ックの 内容 を 端 末 か

らセ ン タ ーに一 括 送 信 し,計 算 結果 を 一 括受 信 す る もので あ る。 この か ぎ り

に おい て,リ モ ー ト・バ ッチ の利 用 者 に と って端 末 の入 出力 装 置 は セ ン タ ー

の入出力装置 と異 なる とこちが ない。 ただ し,通 信 回線 の速度 の制約 に よっ

て端 末 の入 出力 装 置 は セ ソ タ ー の も のに くらべ て低 速 であ る。 実 際,セ ン タ

ーで の リモ ー ト・バ ッチ の処 理 の仕方 は セ ン タ ーの ロー カル ・バ ッチ の処 理

の仕方 と大差 は な い の で あ る。 した が って,リ モ ー ト・パ ッチは 遠 隔 地 の利

用者 の そ ば に セ ン タ ーを ひ きつ け る とい う効 果 を もつ 以 外 に は,セ ン タ ーに

出 か け て 行 って業 務 受 付 に計 算依 頼 す るの と原 理 的 に は変 りが な い とい え よ

う。 これ に対 して デ マ ソ ド ・ジ ョブは 端 末 の利 用 者 が タ イ プラ イ タな どを介

して セ ン タ ーの計 算 機 と会 話 を か わ しな が ら処 理 をす す め て 行 くもの で,こ

の時 利 用者 は あ た か も 自分 ひ と りで セ ン タ ーの計 算 機 を 占有 して い る よ うな

錯 覚 に おち 入 る。 実 際 に は セ ン タ ーの計 算 機 は 時 分 割(TS:TimeSharing)

を 行 な って い る にす ぎない が,こ の デ マ ン ド ・ジ ョブと リモ ー ト・バ ヅチ ジ

ョブの 大 きな相 違 点は 前 者 が とに か くジ ョブの実 行 を端 末 か ら制 御 で き る と

い うこ とで あ る。 リモ ー ト・バ ッチで 一括 送 信 した ジ ョブは もは や一 括 受 信

をす る以外 に は端 末 か らい か な る制御 を 行 な うこ と もで きな い。 これ に反 し

て デ マ ン ド ・ジ ョブで は セ ン タ ーの コン ソ ール か ら利 用者 の プ ログ ラム に い

ろ い ろ働 きか け る の とほ ぼ 同 じよ うな こ とを 端 末 か ら行 な お うと思 えば か な

らず しも不 可能 で は な い。 そ こで デ マ ン ド ・ジ ョブは 遠 隔 地 の利 用者 のそ ば
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に セ ソ タ ーを ひ きつ け た うえ,計 算 機 を 占有 して直 接 制 御 させ る とい う効果

を もつ。 これ は セ ンタ ー の業 務 受付 に計 算 依 頼 す る とい うセ ン ター の利 用 方

法 とは本 質 的 に ち が うも ので あ る。 端 末 か らデ マ ン ド ・ジ ョブを行 な う時 の

唯 一 の欠 点 は,錯 覚 で は な しに実 際 にひ と りの利 用者 が 端 末 を 占有 して しま

って,そ の間 他 の利 用者 の ジ ョブが待 た され て しま うこ とで あ る。 した が っ

て,デ ー タ ・ス テ ー シ ョンの利 用者 が多 数 いれ ば デ マ ン ド ・ジ ョブは きわ め

て 効 率 の悪 い セ ン タ ー利 用方 法 とい うこ とに な る。 デ ー タ ・ス テ ーシ ョソに

端 末 タイ プ ライ タを 何 台設 置 して も端 末 と して は ひ とつ で あ るか ら何 ら事 態

を改 善 す る こ とはで きな い。

以上 の説 明を 通 じて,デ ー タ ・ス テ ー シ ョソ と して端 末制 御 装 置 に 計 算 機

を使 用す る こ とが ひ とつ も本 質 的 な いみ を も って い な い こ とに 気 付 か れ た と

思 う。 実 際,伝 送 制 御 と端 末 の入 出力 装 置 制 御 の ため だ け な らば 計 算 機 使 用

の必 然 性 は な い ρ で あ る。 セ ン ター も端 末 制 御 装 置が 計 算 機 で あ る こ とを 何

ら意 識 して い な い。 端 末制 御 装 置 と して 計 算機 を 使用 す るの は 急速 な ミニ コ

ンの価 格 低 下 を 背 景 と して伝 送 制 御 手 順 変 更 に 対す る適 応 の容 易性 に よ る も

ので あ ろ う。 そ れ と と もに何 とい って も単 体 の 計算 機 と して の利 用 可 能 性 が

魅 力 で あ る こ とは い うまで もな い。 この い み で デ ータ ・ス テ ーシ ョンの 端 末

制 御 装 置 に 計 算 機 を使 用 す る こ とは もっぱ らデ ー タ ・ス テ ーシ 玄ン設 置 側 の

個別 的 事 情 か ら由来す る もの にす ぎず,端 末 に と って本 質 的 に重 要 な のは 端

末 の入 出力 装 置 と セ ン タ ーの計 算 機 で あ る。 そ れ ゆ え,デ ー タ ・ス テ ーシ ョ

ン の端 末 制御 装置 が計 算 機 で あ って もそ れ は セ ン タ ーの計 算機 との関 係 に お

い て計 算 機 結 合 また は計 算 機 ネ ッ トワー ク とい うもの とは い ささか趣 を 異 に

す る と考 え られ る。 た だ し,プ ログ ラ ムを 適 当 に 開発 す れ ば セ ン タ ー の計 算

機 と端 末 の 計 算機 の 間 でか な りイ ン タ ラ クテ ィヴな こ とが で き る のは 事 実 で

あ る。

3.リ モ ー ト ・バ ッ チ ・ジ ョ ブ

デ ー タ ・ス テ ー シ ョンの運 用 を どの よ うに した らよいか に つ いて は種 々の



耀

128 商 学 討 究 第25巻 第1・2号

8
CR

bopperempty

CR

hepperにcardをset

CR

匝

CR

』opperか らcard

を の ぞ く

3

圃
をreset

CET

匝 色1・m・1

N

点 灯

?

Y

CRl'

hbpperempty

?

障害 発生 2

CR

圃 画
set

1

N

CR:

stacker正ul1

?

N

Y CR:

hopperにcardをset

Y CR;

stackerか らcardを

とり さ る

回

CR:

圃 にse・

CETkey→n:

R工 ・

CR:

・鴛磐糞馨N5
,

5

團
にset

Y

CET

TRAPKEY#1押 下

CET出 力:(1)

CR

cardが よ まれ る

CET出 力:②

CET出 力:(3)

送信開始

CET出 力:

CRERR=

CET出 力:(4)

1

CET出 力:N

CENTER』OB-NO

が発行 された

?

Y

CET出 力:(5}

陳 害 発生.

匝]

3

2

2

CET:

TRAPKEY#1押 ド

!でETkey-in:

・CN -1義

CET出 力:㈲

1
/ CR:

stackerか らcard

を の ぞ く

い た んだcardN

が あ る

?

Y

生: いたん な

cardを

複 製す る

8

CET出 力:(6)

CET出 力:(7}

Y障害 発生 している

?

N

7

4

図2-1 リモ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの 操 作 法
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考 え方 が あ るで あ ろ うが,こ こで は利 用者 が オ ー プンで 小 樽商 科 大 学 デ ー タ

・ス テ ー シ ョソを利 用 す る のに 必要 な 事柄 を のべ る。 まず,利 用者 が どの よ

うな操 作 を しな け れば な らな いか を 図2に 示 す 。 こ こで ホ ッパ に セ ッ トす べ

き カ ー ド ・デ ヅ クは つ ぎの よ うに構 成 され て い な けれ ば な らな い。1枚 目の

ヵ 一 ドはDos45モ ニ タに 対 す るJOB文 で あ る。JOB文 の形 式 は つ ぎの通

りで あ る。

〃JOB一 〈ジ ョブ ・ネ ー ム〉([〈プ ログラ マ ・ネ ーム〉],[〈打 ち切 り時 間〉],

[〈JOBパ ラ メー タ〉コ)'

ジ ョブ ・ネ ー ムは 英 字 か らは じまる6文 字 以 内 の英 数 字 の記 号 列 で あ る。 プ

ログ ラマ ・ネ ー ムは コンマ,改 行,TAB,ブ ラン ク以外 の 任 意 の コ ー ド10

文 字 以 内 の記 号 列 で あ る。 打 ち切 り時 間 は分 単 位 で 指 定す るが 無 記 入 で あれ

ば 打 ち切 り時 間 は無 限大 とな る。JOBパ ラ メ ー タ と して はEとFが いみ を

もつ が,Eは ラ イ ン ・プ リン タにヘ ッダ と トレイ ラの プ リン トを 行 な うこ と

をや め させ,FはDOS45モ ニ タに対 す るジ ョブ制 御 文 を プ リン トさせ る。

Eの 指 定 が のぞ ま しい。

例

〃JOB一AJOB(TOsHIMA,,E)

2枚 目の カ ・一一・・ドはDOS45モ ニ タに対 す るEXEC文 で あ る。 これ は つ ぎの

よ うに 指 定す る。

〃ExEc一cTL=-HJOB一

こ こでHJOBは カ タ ログ ・ネ ー ムで あ らか じめ デ ィス クに 登 録 され て い る

つ ぎの ジ ョブ制 御 交 のあ つ ま り(カ タ ログ)が よば れ る。

〃ExEc一PGM・ ・INuTT,P(1)

〃DD一IPTFIL=DKo2(DsA,loo),R

//DD一IPTR=CR

〃ExEcLpGM-・ccP45,P(BR)・

〃DD一 〇PTFIL=LP

この ジ ョブ制 御 文 の あつ ま りの登 録 はFILERと い うプ ロ グ ラムに よって 行
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な うが,そ れ は デ ー タ ・ス テ ーシ ョソ管 理者 の なす べ き こ とで あ ろ う。

リモ ー ト・パ ッチに お い て端 末 が 行 な うこ とは,送 信 用 デ ー タを セ ン タ ー

に送 信 す る こ と と,計 算 結 果 を受 信 す る こ とで あ るが,上 の ジ ョブ制 御 文 は

これ をふ た つ の ジ コブ ・ス テ ッ プに わ け て い る。 第1は 送 信 用 デ ー タを い っ

た んデ ィス ク上 に フ ァイル す る ジ ョブ ・ステ ップ,第2は デ ィス ク上 に フ ァ

イ ル され た送 信 用 デ ー タを セ ソ タ ーに 送 信 し,計 算結 果 を 受 信 して ライ ソ ・

プ リン タに 出 力す る ジ ョブ ・ス テ ップで あ る。 最 初 の ジ ョブ ・ステ ップで起

動 され る処 理 プ ロ グ ラ ムは入 力 ユ ーテ ィ リテ ィ(ロ ー ド ・モ ジ ェール の プ ロ

グ ラ ム ・ネ ー ムはINUTT)で あ る。 この プ ログ ラ ムを起 動 す るた め の ジ ョ

ブ制 御 文 の一 般 形 は つ ぎの通 りで あ る。

//EXEC一PGM=INUTT[,P(パ ラ メ ー タ)コ

〃DD-・PTF・L-DK×T(DSA・i〈 ス酵 長 〉[K]})[・Rコ

〃DD-・PTR一 際 × ×}

パ ラ メ ー タに は1とMを 指定 す る こ とが で き る。1を 指定 す る と入 力 ユ ーテ

ノ

ィ リテ ィは デ ィス ク上 に 新 た に 入 力 フ ァイル の エ リアを 確 保 す る 機 能 を も

つ 。この 時 入 力 フ ァイル を指 定 す るDD文 で確 保 す べ き フ ァイ ル領 域 をK指

定 す るか,DD文 が そ れ 以降 の ジ ョブ ・ス テ ップで も意 味 を もつ よ うにR指

定 す るか,い ず れ か を 指定 しな けれ ば な らな い。 入 力 ユ ーテ ィ リテ ィは入 力

フ ァイ ル領 域 の確 保 と と もに フ ァイ ル ・ヘ ッダの カ ウソ タ類 の イ ニシ ャ リゼ

ー シ ョンを 行 な う。1を 省 略す れば 入 力 ユ ーテ ィ リテ ィは デ ィス ク上 にす で

に 入力 フ ァイ ル領 域 が確 保 され て い る もの と して 処 理 をす す め る。 この時 入

力 フ ァイ ルを 指定 す るDD文 で は*を 指 定 しな けれ ば な らな い 。 オ ー プソ

利 用時 はか な らず1指 定 をす る。Mを 指 定 す る と入 力 ユ ーテ ィ リテ ィの起 動

後 プ ログ ラ ムは コン ソール ・タイ プ ライ タか らの オペ レー タの介 入 を まつ 。

この時 オ ペ レ ータは い くつ か の コマ ソ ドを打 鍵 す る ことが で き るが,こ れ は

オ ペ レー タが特 殊 な保 守 の た め に利 用す べ き もの なの で一 般 の オ ー プ ン利 用

者 は か な らず しも知 る必要 は な い。 さて,つ ぎの ジ ョブ ・ス テ ップで 起 動 さ
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れ る処 理 プ ログ ラム は い うまで もな くCCP45で あ る。 この プ ログ ラ ムを 起

動す るた め の ジ ョブ制 御 文 の一 般形 は つ ぎの通 りで あ る。

〃ExEcupGM=ccP45,P(パ ラ メー タ)

〃DD--L償 二(DSA'*)

〃DD-・PTF・L-{丑 否 ××(DSB・1〈 ス㌻ ス長>K/)

CCP45の 出力媒 体 と して デ ィス ク上 の 出 力 フ ァイル と ラ イ ン ・プ リンタ の

いず れ か を指 定 で き るが,後 述す る よ うに 通 常 の オ ー プン使用 で は ライ ン ・

プ リン タを 指 定 す れ ば十 分 で あ る。 デ ィス ク上 の 出力 フ ァイル を 指 定 す る

時,出 力 フ ァイル領 域 が 確 保 され て い な けれ ば,パ ラ メ ー タに1を 指 定 す る

と と もに 〈スペ ース長>Kを 指定 す る。 フ ァイ ル領 域 が す で に確 保 され て い

るな らば*の 指 定 だ け で よい 。 出 力 フ ァイル上 に か き こ まれ た デ ー タを ライ

ソ ・プ リン タに 出力す るた め に は 出 力 ユ ーテ ィ リテ ィ(ロ ー ド ・モ ジ ュール

の プ ログ ラム ・ネe-・・一ムはOUTUTT)を 使 用 す る。 出力 ユ ー テ ィ リテ ィ起 動

の た め の ジ ョブ制 御 文 の一 般 形 は つ ぎの通 りで あ る。

〃ExEc一PGM・-OuTuTT[,P(パ ラ メ ー タ)]

〃DD-6PTFIL・-DK× ×(DSB・1.D乱El)

出 力 ユ ーテ ィ リテ ィ実 行 後,出 力 フ ァイル を の こす 時 は*,抹 消 す る 時 は

*DELEを 指定 す る。 パ ラ メ ータ と して はMが 指定 で き るが,こ れ は 入 力

ユ ーテ ィ リテ ィの パ ラ メー タMと 同 じいみ を もつ ので 一 般 の オ ー一プン利 用

者 は 指定 しな い方 が よい 。 な お,そ の 他 の パ ラ メ ー タの いみ に つ いて は 後述

す る。

さて,カ ー ド ・デ ックの3枚 目か ら送信 用 の デ ー タを パ ン チ した カ ー ドが

は じま る。 これ は セ ン タ ーの業 務 受 付 に だす もの と全 く同 じ構 成 で な け れ ば

な らな いが,つ ぎ の3'点 が ちが うの で 注意 しなけ れ ば な らな い。 第1はNO

文 で あ る。 これ は カ ー ドの1欄 目か ら¥NOL」 とパ ソチ して あ りさえす れば
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あ とは何 で あ って も よい。 図2のCET出 力(5}に み られ る よ うに,セ ソ タ ー

は端 末 か らのNO文 に 対 して あ らた に一 連 番 号 を発 行 す る6第2は 送 信用 デ

ー タの一 番 最 後 が¥END文 で な け れ ば な らな い こ とで あ る。 これ は カ ー ド

の1欄 目か ら この通 りにパ ン チす る。 第3はHJOBヵ 一 ドの ジ ョブ 種 別 の

う しろ に コンマ,FR・02と パ ン チ しなけ れ ば な ら、な い こ とで あ る。 ちな み

に,端 末 か らPL/1コ ンパ イ ラを起 動 す る時 の ジ ョブ種 別 はPで あ る 。な お,

ジ コブは何 個 連 続 して い て も よい 。要す るに 最 後 の ジ ョブの¥JENDの つ ぎ

の カ ー ドが¥ENDで あ りさ えす れ ば よいの で あ る。 つ いで に 間違 い や す い

点に 注 意 して おけ ば ・ セ ン タ ーか らの処 理 プ ログ ラ ムの 出 力 を端 末 に 出す に

は,セ ン タ ーの ジ ョブ制 御 マ ク ロの パ ラ メ ー タ と してOUTPUT=REMOTE

と指 定 す るか また はFD文 にSYSOUT・-REMOTEと 指定 しなけ れ ば な ら

な い。 この 指定 が な い とす べ て セ ン タ ー 出力 とな る。 最 後 の送 信 用 デ ータ ・

カ ー ドの うしろに は1枚 の ブラ ン ク ・カ ー ドを つ け そ の後 に イ ン プ ッ ト ・ジ

ョブ ・ス トリー ムが つ きた こ とをDOS45モ ニタ に つ げ るた め/#を1欄 目

か らパ ンチ した カ ー ドをつ け さ らに そ の う しろ に ブ ラ ン ク ・カ ー ドを つ け る

か また は最 後 の送 信 用 デ ー タ ・カ ー ドの 後 の ブ ラ ン グ ・カー ドに つ づ い て つ

ぎの ジaブ のJOBヵ 一 ドが つ づ くか い ずれ か に な る。

以上 の よ うに∵ セ ン タ ーへ の送 信 用 デ ー タ ・カ ー ドの ほ か に オ ー プ ン利 用

・者 が 必要 とす るDOS45モ ニ タに対 す る ジ ョブ 制御 力e・一…ドは3枚 で あ る(ブ

ラン ク ・カ ー一ドを ふ くめ る と4枚 に な る)。 これ は デ ー タ ・ス テ ー シ ョン の

管 理 者 が 用意 して利 用 者 に 便 宜 を は か るの もひ とつ の 方 法 で あ ろ う。 しか し

原 則 と して オ ー プ ン利 用 者 が 用 意 す る。 利 用 者 はDOS45モ ニ タに対 す る ジ

ョブ制 御 文 に よ って前 後 を は さ まれ た送 信 用 デ ー タ ・カ ー ドか ら構 成 され る

カ ー ド・デ ックを よ くさば い て カ ー ド・リーダ の ホ ッパ に セ ッ トす る。 そ の

後,図2の フ ロ ー ・チ ャー トに み られ る よ うに,カ ー ド・ リー ダ と ライ ン ・

プ リソ タの ラソ プ表 示 を確 認 す る。っ いで ジ ョブ制 御 文 の よみ こみ をDOS45

モ ニ タに 指 令 す る。 図3に コ ソ ソ ール ・タイ プ ラ イ タお よび通 信 端 末 タイ プ

ラ イ タの鍵 盤 配 列 を示 す。 最 上 段 の キ イ の うち中 央 の番 号 が付 され て い る5
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CLR

SET

鰯舅翻霧騒毫睦唇 酋霧鰯霧

⊂〕〔⊃0〔⊃医〕0[}口 〔⊃0〔⊃ロロ霞

醗鰯〔i■〕E〕0〔⊃口0口E〕 〔〕口〔⊃瑠翻

膨OE〕 ∈コ∈〕口∈〕〔コ0〔⊃口〔1〕口鵬 ノ

幽団臼〔〕〔〕口∈〕0〔⊃口E■コ薦

ロ ー

図3コ ン ソール/通 信 端末 タイ プライ タ鍵盤 配列

つ の キ イを 割 込 み キ イ(TrapKey)と い う。 最 上 段 の キ イ 以外 は 鍵 盤 入 力

の状 態 に な って いな け れ ば ロ ック され て い て打 鍵 が で き ない よ うに な って い

る。 割 込 み キ イは つ ね に押 下 で きる。DOS45モ ニ タに ジ ョブ制 御 文 よみ こ

み を 指 令 す るに は,ま ず コン ソ ール ・タ イ プ ライ タ の割込 み キ イ1を 押 下 す

る。 これ で コン ソール ・タ イ プラ イ タの鍵 盤 入 力が 可 能 とな る ので(*が 出

力す る)

　
さST一1,CRA B

と打 鍵 す る(下 線 は計 算機 か らの 出 力 を示 す)。STはSTARTの 略 で,こ

れ は カ ー ド 。リー ダか らジ ョブ制 御 文 を よみ こんで,そ れ に した が って パ ー

テ ィシ ョン1で ジ ョブを 開 始せ よ とい ういみ を もつ 。 この 指 令 に よ って カ ー

ド ・デ ックの 先 頭 の2枚 の ジ ョブ制 御 文が よ まれ る。EXEC文 は カタ ログ

(デ ィズ ク上 に 登 録 され て い る ジ ョブ制 御 文 の集 り)に 展 開 され る。 そ の結

果,す で に示 した 展 開 形 か らあ き らか な よ うに,第1ジ ョブ ・ス テ ヅプ と し

て入 力 ユ ー一・・テ ィ リテ ィが 起 動 され る。 こ こで 図2のCET出 力(1)が え られ'

る。,つい で 送 信 用 デ ー タ ・カー ドが 入 力 ユ ー テ ィ リテ ィに よ って よみ こまれ

て入 力 フ ァイル に 登録 され る。 この最 中に も っ と も起 りやす い障 害 は カ ー ド

・ジ ャムで あ る。 これ が 起 る と コン ソ ール ・タ イ プラ イ タに
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::CRERR・=

と 出 力 し入 力 ユ ー テ ィ リテ ィに 対 して 鍵 盤 入 力 が 可 能 と な る。 通 常 は こ の 状

態 で ジ ョ ブ を キ ャ ン セ ル して ジ ャ ム した カ ー ドを パ ン チ しな お して も う一 度

最 初 か らや り直 す の が 確 実 で あ る 。 ジ ョブ を キ ャ ン セ ル す る に は 図2の フ ロ

ー ・チ ャ ー ト通 りに ,コ ン ソ ー ル ・タ イ プ ラ イ タの 割 込 み キ イ1を 押 下 した

あ と

　
±CN一1A

B

と打 鍵 す る 。CNはCANCELの 略 で,こ れ は パ ー テ ィシ ョン1の ジ ョブ を

キ ャ ン セ ル す る こ と をDOS45モ ニ タ に 指 令 す る 。 こ の 時CET出 力(12)が え

られ る 。 も しカ ー ドの ジ ャム の 具 合 が た い した こ と が な け れ ば カ ー ドを セ ッ

ト しな お して

::CRERR=R箕
『 一 一B

と打鍵 す る とカ ■・一・・ドよみ こみ が再 開 す る。 この ほ か::CRERR■ は ホ ッパ

・エ ン プ テ ィ,ス タ ッカ ・フル,リ ー ド ・エ ラ ー な どに よって も出 力す るが

い ず れ も エ ラ ーを 起 した カ ー ドは よみ こ まれ て い な い ので,Rを 打 鍵 す る時

は ホ ッパ に セ ッ トす る カ ー ドに よ く注意 しなけ れ ば,入 力 フ ァイルに 登 録 さ

れ る カ ー ドに脱 落 が 生 じて しま う。 した が っ て,こ れ らが 起 きた時 ス タ ッカ

か らホ ッパに カ ー ドを1枚 か な らず も どさ なけ れ ば な らな い。 と ころで 入 力

ユ ー テ ィ リテ ィで は カ ー ドの先 よみ を行 な って い るの で,リ ー ド・エ ラ ー を

起 した カ ー ドの 後 の カ ー ドも カ ー ド ・リー ダを 走 って しま うが この カ ー ドに

対 す る 内部処 理 は まだ終 了 して い な い。 こ の時 は 単 に カ ー ドを1枚 も ど して

Rを 打 鍵 して処 理 を再 開す るわ け に は い かず,実 は ス タ ッカか ち カ ー ドを ホ

ッパ に2枚 も どさ なけ れ ば な らな い。 一 般 にRの 打鍵 に よ り処 理 を再 開す る

に は どの よ うな状 態 か ら再 開す べ きか の判 断 が 面 倒 で あ る ので,な るべ く最

初 か らや り直 す の が よい。 ホ ッパ ・エ ン プ テ ィ,ス タ ッカ ・フル もホ ヅパ や

ス タ ッカの状 態 を 観 察 して い て,そ れ らの障 害 が お きる前 に コ ソ ソール ・タ

イ プ ライ タの 割 込 み キ イ1を 押 下 して
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1HL一1A

B

と打 鍵 す る。 す る と実 行 中 の プ ログ ラ ムは一 時 停 止 す る ので,ホ ッパ に カ ー

ドをつ ぎた す な り,ス タ ッ、カか らカ ー ドを と りさ る な り して か ら再 び コン ソ

ール ・タイ プ ライ タ の割 込 み キ イ1を 押 下 して

ぞロロ

!RS一1A
B

と打 鍵 す れ ば 一 時 停 止 して い る プ ログ ラ ムは 実 行 を 再 開 す るの で,で き るだ

け カ ー ド ・リー ダの障 害 を さけ た方 が よい。 な お,R以 外 の もの(Aを の ぞ ・

く)を::CRERR… の う しろ に打 鍵 した 時 に は

:TYPEINMISS

RETRY==

と 出力す るの で正 し く打 鍵 しな おす 。Aを 打鍵 す る とそ れ まで よみ こ んだ デ

ー タはす べ て キ ャンセ ル した うえ ,よ み こみ を 中 止 して ジ ョブ ・ス テ ヅプを

正常 終 了 す るの で,入 力 フ ァイ ルに 何 ら送 信 デ ー タが な い のに つ ぎの ジ ョブ

・ステ ヅプでCCP45が 起 動 され る こ とに な って不 都 合が 生 じる ので,決 し

てAを 打鍵 して は な らな い。 こ のほ か,入 力 コ・・一一・テ ィリテ ィか らは

:IPTFILFULL

とい うエ ラ ー ・メ ッセ ージ が 出 る こ とが あ る。 これ は 入 力 フ ァイル領 域 を こ

え て デ ー タを登 録 しよ うと した 時 に 出 る もの で,こ のあ とジ ョブ ・ス テ ップ

は正 常 終 了 す るか らた だ ち に ジ ョブを キ ャン セル(CN)し なけ れ ば な らな

い。 ま た,誤 って コン ソール ・タイ プ ライ タの割 込 み キ イ5を 押 下す る とパ

ラ メ ータにM指 定 が な い か ぎ り ジ ョブは キ ャソセ ル され るの で 注意 す べ き

で あ る。'

さて,第1の ジ ョブ ・ス テ ヅプが 正 常 終 了す る と図2のCET出 力(2)が え

られ る。 ここで さ らに カ タ ログの ジ ョブ制 御 文 が よまれ るの で,第2の ジ ョ

ブ ・ス テ ップが は じま る。 この ジ ョブ ・ス.テップで はCCP45が 起 動 され る

が,EXEC文 の パ ラ メー タのBRの いみ はつ ぎの通 りで あ る。 これ は リモ

ー ト・パ ッチで 送 信 用 デ ー タを一 括 送 信 しそ れ が 終 了 した ら自動 的 に セ ン タ
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rか らの デ ー タを 一 括受 信 す る 状 態 に な る こ とを いみ す る。BとRは 単 独

に 指定 す る こ と もで き,一 括 送 信 と一 括 受 信 をそ れ ぞれ 単 独 に行 な うこ とを

指 示 す る。 この ほ かWを くみ あわ せ て,BW,RW,BRWと い う指定 も可

能 で あ る。Wが あ る とCCP45が 主 記憶 装 置 セこ格 納 され た あ とWの 前 の パ

ラ メ ータに した が ってB,Rま た はBRを 行 な わせ るに は オペ レー タの介 入

が 必要 で あ る。 この時CCP45は オペ レニ タの指 令 まち の 状態 に あ る ので,

オペ レー タ また は利 用 者 は,コ ン ソール ・タイ プ ライ タの 割込 み キ イ5を 押

下 して

　
:::SA

『B

と打 鍵 す れ ば よい。CCP45が オペ レー タの 指 令 まち 状 態 に あ っ そ もセ ン タ

ーか ら何 か 送 信 され て くれ ば 受 信 す る。 これ を利 用 して こ の状 態 で セ ソ タ ー

のTSSサ ー ビス 開始 メ ッセe-一・ジ を 受信 す る こ とが で きる。CCP45が 起 動

され る とCET出 力(3)が え られ る。 こ こか らい よい よセ ン タ ーへ の デ ータ送

信 が は じま り図2のCET出 力(4),(5}が え られ る。 も し送信 中 に何 らか の原

因 に よ り送 信 が 不 可 能 とな った な らば,CCP45は コン ソ ール ・タイ プ ラ イ

タに

:SERR

と出力 しコン トロール ・ボ ックス のATTENTIONラ ンプを 点灯 し,チ ャイ

ム を鳴 動 す る。 この障 害 の 回復 は どの よ うな状 態 で 送 信 が で きな か ったか と

い うこ とに応 じてそ れ ぞ れ 適 当 な方 法 を と らなけ れ ば い け な い た め説 明が 長

くな るの で こ こで 対 応 策 を 述 べ る こ とは 省略 す る。 一 般 に 送信 不 可 能 の時 は

原 因 を た しか め た 上 で 最初 か らや りな おす ほ か な い 。送 信 中に オペ レー タの

意志 に よ り送 信 を一 時 中断 した い 時 は,コ ン ソール ・タイ プ ライ タの 割 込 み

キ イ5を 押 下 して

T
:::WA
-B

と打鍵 す る とCCP45は 処 理 を 一 時 中断 す る。 な お,こ れ はCCP45が 動 作

しな くな る こ とで は ない こ とに 注意 して お こ う。 こ の一 時 中 断 を再 開す る に
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は,コ ン ソ ー ル ・タ イ プ ラ イ タ の 割 込 み キ イ5を 押 下 して

エ
:::RA

B

と打鍵 す れ ば よい。 この時 打 鍵 を誤 っ てCCP45に とって 無 意 味 な入 力 を す

る と

:COMMANDERR

とい うエ ラ ー ・メ ッセ ージが 出力 して処 理 の一 時 中断 状 態 が つ づ く。 また,

送 信 中 デ ィス クに 障 害 が 発 生す れ ば,コ ン トロー・一・・ル ・ボ ック スのATTENT-

10Nラ ン プが 点 灯 しチ ャイ ムが 鳴 動 して,コ ン ソール ・タイ プ ライ タに

::DKERR=

と出 力す る。 この時 は ジ ョブを キ ャ ンセル(CN)す るほ か な い が,そ の前 に

RAと 打鍵 して デ ー タの よみ こみ 再 開 を 何 度 か こ こ ろみ る こ とが 必 要 で あ ろ
B

う。

とこ ろで,CCP45は 直接 カ ー ド・ リー ダか ら 送 信 用 デ ー タを よみ こんで

セ ソ タ ーに 送信 す る こ と もで きるが,こ こで そ の よ うな方 法 を と らず に 第1

の ジ ョブ ・ス テ ップで デ ィス ク上 の入 力 フ ァイル に 登録 した デ ー タを送 信 す

る こ とに してい るの は,カ ー ドよみ こみ の時 の障 害 の回復 が端 末 の一 方 的 操

作 のみ で 行 なえ ない こ とに よる。 端 末 か ら一 括 送 信 を は じめ る とセ ン タ ーは

端 末 をSYSIN状 態 と して保 持 し,¥END文 が 送 信 され て くるまで 入 力 を

つ づ け る。 入 力 した デ ー タを端 末 か らキ ャ ンセルす る手 段 は全 くない し,カ

ー ド ・リー ダか らカ ー ドを よみ なが らセ ン タ ーに 送 信 して い る最 中に カ ー ド

・リー ダに 何 らか の障 害 が お きて カ ー ドよみ こみ が と ま り,し た が って送 信

が 中 断 して もSYSIN状 態 は依 然 と して つ づ い て い る。 こ こでSYSIN状 態 を

打切 るに は¥END文 を 何 とか して セ ン タ ーに送 信 しな けれ ば な らな い ので

あ るが,た とえ¥END文 を 送 信 して も途 中 まで セ ン タ ーに送 信 した デ ー タ

は キ ャソ セル され な い で そ の ま まセ ン ターに の こ る。 さ らに,も し¥END

文 の送 信 が 不成 功 に 終 れ ば端 末 か らは もは や ほ ど こす す べ が な い。 また,リ

ー ド・エ ラー の場 合 の再 開 も前 述 の よ うに や や 判 断 が 面倒 で あ る。 そ こで,

カー ド?リ ー ダか ら直接 送 信 す る こ とを や め て,第1の ジ ョブ ・ステ ップで



小 樽 商 科 大 学 デ ー タ ・ス テ ー シ ョンに お け

る オ ー プ ン ・ リモ ー ト・バ ッチ につ い て
139

まず 送 信 用 デ ー タを デ ィス ク上 の 入 力 フ ァイル に 登 録す る よ うにす れ ば.ど

ん な カ ー ド・リー ダの障 害 が お きて もた だ ちに そ のジ ョブを キ ャ ンセ ルす れ

ば デ ィス ク上 の入 力 フ ァイル も抹 消 され て しま うので,も う一 度新 し く最 初

か らや りな お す こ とが可 能 とな る。 実 は セ ンタ ーか ら受 信 した デ ータ を ライ

ソ ・プ リン タに 直接 出 力す る さいに も同様 の問 題 が お き るが,ラ イ ン ・プ リ

ン タの障 害 は カ ー ド ・リー ダ よ りは るか に少 い ので まず 問題 は な い。 また,

デ ィス クの 障 害 率 も カ ー ド ・リー ダ よ りは るか に 低 い こ とは い うまで もな

い。 これ が 送 信 用 デ ー タを デ ィス ク上 の 入 力 フ ァイル に い った ん登録 す る理

由 で あ る。

送信 中に 障 害 が 起 らず,¥END文 まで の送 信 が 終 了す れ ば,CET出 力(6}

が え られ る。 この あ とCCP45は た だ ちに 一 括 受信 状 態 に移 行 し,CET出 力

(7》が え られ る。 通 常 は この 状 態 か らSYSOUT状 態 に な る まで 多 少 の 時 間

が経 過 す る。 い よい よSYSOUTが は じまれ ば,ま ず,CET出 力(8)が あ っ

た あ と ラ イ ン ・プ リン タに セ ソ タ ー出力 とほ ぼ 同 じ形 式 で 出力 す る。 ひ とつ

の ジ ョブ の 出力 が 終 了す れ ばCET出 力(9)が え られ るが,な お 出力 す べ き も

の が あれ ばCET出 力(8)か らは じまる過 程 が 何 度 で も くりか え され る。 こ う

して端 末 は一 括 受 信 状態 とSYSOUT状 態 の間 を 何度 も往 復 す る。 そ して,

セ ン タ ーに 嬬 末 へ送 信 す べ きデ ー タが な くな って も端 末 は依 然 と して一 括 受 、

信 状 態 を つ づ け て い る。 した が って,こ こで 問題 に な る のは,い つ一 括 受 信

状 態 を終 了 させ た らよいか とい うこ とで あ る。 一 括 受 信 状 態 を 終 了 させ る に

は コン ソール ・タイ プ ライ タの割 込 み キ イ5を 押 下 してか ら

　 　
:::OFFA
}B

と打 鍵 す るが,そ の打 鍵 の タイ ミン グの 判 断 は も っぱ らオペ レー タ また は利

用 者 に まか せ られ て い る。 そ こで,オ ー プ ン利 用者 は端 末 に 出力 され るべ き

ものが 全 部 セ ン タ ーか ら送 信 され て きた か ど うか を慎 重 に判 断 して 適 当 な 時

期 にOFFを 打 鍵 しなけ れ ば な らな い。OFFを 打 鍵 す る とCET出 力 働 が

え られ る。 な お,SYSOUT中 に ライ ソ ・プ リソ タに障 害 が 起 る と コ ソ トロ

ール ・ボ ックス のATTENTIONラ ン プを点 灯 し,チ ャイ ムを鳴 動 しコ ン ソ
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一 ル ・ タ イ プ ラ イ タ に'

:LPERR=

　

と出 力 し鍵 盤入 力が 可 能 に な る ので,R・ を 何 度 か 打 鍵 して み て それ で も ラ
B

イ ン ・プ リン タが 回復 しな けれ ば ジ ョブを キ ャン セ ・レ(CN)す るほ か な い 。

また,セ ン ぞ 一か ら受 信 した デ ー タに 誤 りが あ った時 も コ ン トロ ール ・ボ ッ

クス のATTENTIONラ ソプ を点 灯 し,チ ャイ ムを鳴 動 し コン ソール ・タイ

プ ライ タに

:RERR

と出力 す る。 この時 は チ ャイ ム の鳴動 を とめ しば ら くそ の ま まの 状 態 で放 置

して お くと出 力 が再 開す る。 出 力 が再 開 しな いで:RERRと い う出 力が つ

づ くな らジ ョブを キ ャンセル(CN)し なけ れ ば な らな い。 受 信 中 の一 時 中断

と再 開 は送 信 中 の場 合 と同様 で あ る。

以 上 で リモ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョブ は 終 了 した こ とに な るが,実 はCCP45

そ の もの の実 行 は まだ 終 了 してい な い ので あ る。 これ を 終 了 させ るに は コン

ソール ・タイ プ ライ タの割 込 み キ イ5を 押 下 して

T
:::EA

B

と打 鍵 す る。 す る と,CET出 力 ω が え られ る。 あ とは 図'2の フ ロー ・チ ャ

ー トに した が って ラ イ ン ・プ リン タか ら計 算 結 果 の 出力 を と りされば よい。

も し,OFFを 打鍵 しな いでEを 打 鍵 す る と初 回 だ け コン ソール ・タイ プ ラ

イ タに

:COMMANDERR

と 出 力 して,Eの 打鍵 は いみ を もた な い。 しか し,2回 目 か らEは 正常 に

受 付 け られ て,CCP45は 終 了す る。 そ れ に もかか わ らず この時 は 端 末 の一

括 受 信状 態 は 終 了 して いな い 。 した が って,OFFの 打鍵 を わす れ ては な ら

な い 。

ジ ョブ制 御 文 をEXEC交 の カ タ ログに よっ て指 定 しな い 場 合 は,カ タ ロ

グの ジ ョブ制 御 文 を す べ て カ ー ドに パ ンチす る。 た だ し

〃DD一IPTR-CR

「
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は

〃DATALIPTR

と して こ の 後 に 送 信 用 デ ー タ ・カ ー ドを つ け る。 した が っ て,カ ー ド 。デ ッ

ク の 構 成 は,JOB文,INuTTのExEc文,DD文,DATA文,NO文 か

ら¥END文 ま で の 送 信 用 デ ー タ ・カ ー ド,ブ ラ ソ ク ・カ ー ド,CCP45の

EXEC文,DD文,/#カ ー ド,ブ ラ ン ク ・カ ー ドと い う順 序 に な る。

4.あ と が き

デ ー タ ・ス テ ー シ ョソか らの セ ン タ ー利 用 は 利 用者 が セ ン タ ーに 出 向 い て

行 な うセ ソ タ ー利 用 と全 く同等 で は な くか な り制 限 が あ る。 た とえば,端 末

か らの ジ ョブで磁 気 テ ープが 使 用 しえな い とい うのは そ の一 例 で あ る。 これ

め の

らに つ い て は セ ンタ ーの刊 行 物 を 参 照 され た い。 また,CCP45は リモ ー ト

・バ ッチ ・ジ ョブの 内 容 に は全 く関 係 しな い こ とは い うまで もな い。 したが

って,送 信,受 信 に 関 す る事 柄 以 外 は一 切 が利 用 者 の責 任 で あ る。 この た め

・ 利 用 者 は た えず セ ン タ ーの アナ ウ ンス メソ トに気 を つ け て い る こ とが のぞ ま

れ る。

、

4)北 海道大学大 型計算 機 セ ンター利用 の手 引,北 海道大学大 型計算 機 セ ンター ・

ニュ,_ス,SupplementNO.5(1973年8月) .

5)TSS利 用 の手 引(暫 定 版),北 海道大学 大型計算機 セ γター,1973年10月t




